







2012 年度までの Jコース週 10 コマから週 8コマ（2コマ減）、集中日本語コースは週 20
コマから週15コマ（5コマ減）になった。それにともなって時間割も大きく変更になった。
本報告は、改革された新カリキュラムで行われたコースの内容に関する報告として


























初級のコースは「日本語 J1」「日本語 J2」「日本語 J3」「集中日本語A」の 4コースで
あり、さらに初級と中級にまたがるコースとして「集中日本語B」がある。
1．時間割と単位
J コースの J1、J2、J3 の時間割を表 1に、集中日本語コースの時間割を表 2に示す。


















中日本語Aのコース目標は J2 と、集中日本語Bのコース目標は J4（中級コースの報告
を参照）と同等である。












読む： ひらがな・かたかなと漢字約 135 字が読めるようになる。また、短く、簡単
なテキストが読め、その主要な点を認識できるようになる。
書く： ひらがな・かたかなと漢字約 80 字が書けるようになる。また、適切な文体を
用いて短いメッセージが書けるようになる。








読む： 漢字約 280 字が読めるようになる。また、短いテキストを読み、その要点が
つかめるようになる。
書く： 漢字約 170 字が書けるようになる。また、身近な事柄について簡単な文章が
書けるようになる。
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（2）学習支援の方法
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いは事前学習用）の自習用教材を準備する等、スケジュールと学習内容に沿った改善方
法を考えていく必要があるだろう。



























































































J4、J5、J6 コースの時間割を表 6に、集中日本語コースの時間割を表 7に示す。J4、
J5、J6 のコースのコマ数と単位数は、初級の J1、J2、J3 と同様、週 8コマ 5単位だが、
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・スタイルの違いを意識しながら 600 字から 800 字の文章が書けるようになる。
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4．授業の流れと内容










従来の集中日本語 2は 20 コマで日本語 3（以下 J3）と日本語 4（以下 J4）をカバー









総合的な活動を加えることにより応用力を養っていった。1週間に 2～ 2.5 課進め、約 5







































































3 コマ目　　精読（教科書の「読解本文 1」）　　　　　          
4 コマ目　　表現（教科書の「文型・表現」の表現にあたる部分）
5コマ目　　速読（教科書の「読解本文 2」）   　　　　       　




























I-B の成績評価の方法は JLPの規定に準じ、期末試験 45%、中間テスト 25%、クイズ 
10%、タスク・宿題 20% である。



























一つの解決策として、学生から J3 に比べて J4 の内容が難しかったので、半分ずつ時
間を使うのではなく、J3 を短期間でカバーして、J4 に時間をかけてほしいという意見が
あった。これには一理あるので、一学期間で 2つのレベルの内容を学習するという Int. 




























































　　　　　　　　  2 コマ目の間に行うこともある）























































上記 7コマに加えて、1コマの個別指導の時間を設け、各学生 10 分程度、宿題、クイ
－ 65 －
ICU日本語教育研究 11






























































ICU Studies in Japanese Language Education 11
上級コース
中級に続く上級のコースは「日本語 J7」「日本語 J8」「日本語 J9」の 3コースである。
1．時間割と単位
J7、J8、J9 コースの時間割を表 11 に示す。J7,J8,J9 のコースのコマ数と単位数は、
それぞれ週 6コマ 5単位、週 4コマ 4単位、週 3コマ 3単位である。J7 コースまでが 4
年本科生の必修コースである。
表 11　日本語 J7 コースの時間割
網掛けのコマが授業時間
月 火 水 木 金
1限
2限
表 12　日本語 J8 コースの時間割
網掛けのコマが授業時間




表 13　日本語 J9 コースの時間割
網掛けのコマが授業時間















































の公式ウェブサイトに置かれた番組、たとえばNHK for school の番組やニュース動画な
どをよく利用する。そのほかの作文指導や口頭発表指導、語彙・文法指導には、自作教
材を作成して使用している。
J8 および J9 では文法を授業内容に組み込むことはなく、したがって上記の文法教科








2013 年度に開講されなかった J9 についてはこの報告書においては割愛する。
日本語 J7　報告
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
                                                      　　　　数野　恵理
（1）上級 1「読解」「話し方」「聴解」「書き方」から日本語 J7 へ
2013 年度の JLPカリキュラム改革に先駆け、上級レベルの日本語は 2009 年度から段
階的に移行してきた。もともと上級日本語 1は「読解」「話し方」「聴解」「書き方」とい





本語 7（以下 J7）」、上級日本語 1「聴解」「書き方」が開講されていた時間帯に「日本語 8（以
下 J8）」という 4技能を総合的に伸ばす新コースが開講された。2012 年度に 5単位 5コ
マとして始まった日本語 7は、2013 年度より 5単位 6コマに変わり、6コマのうち 1コ
マは個別指導に充てられることになった。時間割の変遷は以下の通りである。
2011 年度まで 
　 月 火 水 木 金
1 　 A1R A1A 　 A1A
2 　 A1R A1W A1R A1W
3 　 A1S 　 A1S 　
2012 年度　J7…5単位 5コマ　　　　　   　    2013 年度以降　 J7…5 単位 6コマ
　 月 火 水 木 金 　 月 火 水 木 金
1 　 J7 J8 　 J8 1 J7 　 J7 　 J7
2 　 J7 J8 J7 J8 2 J7 　 J7 　 J7
3 　 J7 　 J7







た。特に筆者が 2011 年度秋学期に担当した上級日本語 1読解・話し方のコースはこれ
が顕著で、受講者の約半数が継承語系の学生となり、ニーズの異なる学生が同じコース
に混在していた。しかし、カリキュラム改革によりこの問題は解消され、2013 年度の












読解（A1R） …3 単位 3コマ















る形にした。2013 年度冬学期の授業は 1日目に読解 1コマ、表現文型 1コマ、2日目に


















各自が選んだテーマについて日本人 1名に 20 分程度のインタビューをし、レポートを書
くという課題を出した。また、聴解、話すクラスなどの準備を宿題とすることもあった。
クイズ 












「2. 授業の流れと内容」で説明したように、J7 では漢字語彙のために 1コマ使うとい
うようなことができなかったため、漢字学習は自習としていた。まず、こちらで上述の
クイズ・試験に出題する漢字語彙のリストをエクセルに入力して、J7 の “Moodle” に載
せた。このリストには読み方や意味は載せなかったが、必要に応じて漢字語彙をオンラ














































































SJ2、SJ3）と、漢字コース（SJ 漢字 1、SJ 漢字 2、SJ 漢字 3）、基礎科目（SJ コア）
の 3種類のコースがゆるい連携をとりながら構成される「第一言語／継承語としての日
本語プログラム」である。
日本語特別教育の基本となるコースの時間割を表 17、表 18、表 19 に示す。表は秋学
期のもので、冬、春学期にはSJコアコースが開講されない。
SJ コアは秋学期のみ開講される 1コマ 1単位、全員必修のコースである。それ以外の
コースは基本的に秋学期の初めにプレースメントテストを行い、学生の受講コースを指
定する。SJ1、2、3および SJ 漢字 1､ 2、3 のコースは、1、2、3の順にレベルが上がる
コースである。そのため、秋学期は 1、2、3の 3 コースが同時にスタートし、冬学期は
1がなくなって 2、3の 2コースが、翌年度春学期はさらに 2がなくなって、3のコース
のみが開講される。
SJ1､ 2、3 のコースの時間割と単位はそれぞれ週 6コマ 4単位、週 4コマ 3単位、週
3コマ 3単位と、レベルが上がるにしたがってコマ数と単位数が減少する。SJ コアコー
スおよびSJ漢字コース 1、2、3はそれぞれ週 1コマ 1単位である。
表 17　日本語特別教育 1のコースの時間割
網掛けのコマが授業時間



































成績：期末試験 50％　発表 30％　平常点 20％
日本語特別教育のコース概要、内容、成績は 1、2、3の 3レベルを通して共通で、表 21
の通りである。






コースの目標は、1、2、3の 3コースでレベルに合わせて表 22 のように変えている。
－ 77 －
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田中 発表の要領、各セクションでテー マ決定（20 分）
図書館レクチャー （45 分）；検索方法、
3　9月 23 日 祝日 休講






各セクションで　メー ルの書き方 （10 分）　=＞宿題
発表についてやり方等確認（15 分）
5　10 月 7日 発
はっぴょう
表 1
3 グループ x5 人
セクション（発表 15 分＋Q&A 5 分）x　3グル プー
観光、防災、食糧
6　10 月 14 日 発表 2 
個人 x4 人
セクション（発表 10 分＋Q&A 5 分）ｘ4人
人口、気候／国土、暦／慣習
7　10 月 21 日 発表 3
個人 x3 人
セクション（発表 10 分＋Q&A 5 分）ｘ4人
日本史、伝統芸術
8　10 月 28 日 発表 4
個人 x4 人
セクション（発表 10 分＋Q&A 5 分）ｘ4人
教育、宗教、科学技術、サブカルチャー 　　
9　11 月 4日 発表 5
個人 x3 人
セクション（発表 10 分＋Q&A 5 分）ｘ4人
政治、法律、労働、産業
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表 1　授業内容（中間テストまで）
火 木 金





































































読解 1 華恵 モトイと日本語 『小学生日記』角川文庫、
2003 年
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読解 3 河合隼雄 （1）人の心などわかるはずがない 『こころの処方箋』 新潮文
庫、1992 年（2）日本人としての自覚が国際性を高める
（3）自立は依存によって裏づけられている
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授業の流れは、1、2、3の 3レベルとも、次の通り 70 分を 3段階に分けて行う。

















　キ． Inter-University Center for Japanese Language Studies, “A Study System for 
International & Advanced Learners KANJI IN CONTEXT 中・上級学習者のた
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的に学習を進めるよう指導されるが、標準的なペースとして 1課 25 字×週 2-3 課× 9週
＝ 500-600 字を学んでいく。到達度チェックのテスト（クイズ）では漢字の読みと書き

















字形のものが多いとはいえ漢字 1のコースで 600 字を覚えなければならない点にコース
デザインとしての不備があり、それが課題として残った。すなわち、漢字 1コースの終
了時点の漢字力を、秋学期初めの漢字 2コースのスタート時の漢字力に合わせることが
現実的に不可能な学生が出る点を解決する必要が生じている。同様に、秋学期終了時点
の漢字 2コースの漢字力は、秋学期始めの漢字 3のスタート時の漢字力に匹敵しない学
生がおり、コース開始時に漢字力が低い学生にとっては、一学期間に目標レベルまで漢
字力を上げることが難しいという設計上の問題がある。
